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介護現場をよくするzoomセミナー
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稼働率･サービス改善コース
第１期第５回目
■振り返り・QA／取り組みの発表

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽
ブログ、facebookはほぼ毎日更新中、日刊・週刊のメールマガジンを配信
Zoomセミナー、動画講座、YouTubeでも配信中、13年目になる「介護の読書会」主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト
■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール
リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで
利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い
気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載
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内容稼働率･サービス改善コース
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■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。
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人数限定！コース研修
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■各種コース研修
◎レクチャー＋ＧＷ＋ＱＡ＋課題
◎12名限定！1法人2名まで

◎介護事業所の管理職養成講座コース
◎稼働率＆サービス改善コース
◎ケアマネジャー・相談援助職養成コース
◎人材確保・育成・定着コース
◎進塾（面談スキル向上講座）

■さらに、単発受講可能の年間シリーズ研修も！
◎介護現場をよくする21のテーマ！「ACGｓ」
◎介護職の必須科目としての｢コミュニケーションとストレスケア」
◎介護職員向けケアマスターシリーズ
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今回お集まりの皆さん！
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・有限会社／GH／リーダー
・有限会社／デイ、GH／経営者
・社会福祉法人／デイ／管理者
・社会福祉法人／デイ／管理者
・社会福祉法人／特養／フロアリーダー
・社会福祉法人／特養／相談員
・株式会社／講師業・事務局機能／経営者
・社会福祉法人／人材･研修センター／⻑
・社会福祉法人／人材･研修センター／課⻑
・社会福祉法人／ショートステイ／生活相談員
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コンサルティングで提供しているもの
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稼働率

さらなる向上
と安定

1年間

フォーマットと数字の定義
現在地と目的地の明確化
経営と現場で共有する仕組

「数字」
目標値が明確でない

どの数字を見てよいのか？

「広報」
広報はやったことがない

そもそも嫌

基本マニュアル
広報計画立案（通常業務化）
→誰でも最初は初心者！

「ウリ」
ウリがない

まずは、現在の特徴で戦う手法
効果的な説明方法＆ツール（動画広報も）

新たな差別化の構築
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稼働率が低迷しているところの特徴
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 入院等で減るから、と言う（減る分は想定して考える）
 断っている、渋る
 内部の都合が優先されている（内向きの発想）
 内部、外部のコミュニケーションが不足
 現状・目標についての数値が明確でなく、共有されていない
 現場（管理者）任せ、現場のせいにしている
 仕事に対する熱意が不足している
 サービスの内容がよくない、ニーズにあった差別化ができていない

分かりにくい、明確に示せていない
 稼働率を向上させる意思がない（希薄）、行動をしていない（不足）

スピードが遅い（サービスが良ければよいと思っている）
 人員配置等の体制が不十分
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目標について
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■夢・目標・予定

■目標（望む未来）から、エネルギーを得る！

■目標から逆算して、現在何をするか？を導き出す

■目標が明確だと、目に入るものが変わる

■実績（過去の頑張り）が、現在を助けてくれる！

■学びが理想を作り、理想が学びを作る

■願望達成法（目標達成型／展開型など）
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目標・計画・実施・達成について
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➢目標達成に必ず必要なものとは「〇〇」
まず、何はともあれ「〇〇〇〇」
➢目標（ゴール）から逆算して考える。目標を設定することで行動が変わる！
➢想定外のこと、トラブルがあった場合は「〇〇」を変える

原則「〇〇」は変えない！
➢目標を設定すると、必要なものが目に入る、耳に入るようになる
➢目標があるとエネルギーが湧いてくる
➢計画は、４W２H（何を、いつ、誰が、どこで、どうやって、何円）を含む
➢計画は、あくまで「自分」が動く内容とする

行動計画のNGワード：改善、強化、効率化、定着、徹底、展開、目指す等
➢ただし、行動が目標につながるかは、仮設・検証でしか分からない。

ゆえに、まずやることは、決めた行動をやり切ること
➢やっていく中で修正を加えていく。はじめの計画は仮説にすぎず、

計画ばかりに時間をかけ過ぎない
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計画の重要性
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・目標、取り組み、結果、対策
・目標（１年、半年、３カ月、１か月、２W）
・決めて、やる、そして振り返る

・決めるという「第一の創造！」（設計図）
・これがないと「実施」も場当たり的になる
・「結果」も評価できない
・よって「振り返り」もまともに行えない

・チームで取り組むには「目標の共有」「役割分担」が必要
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計画の重要性
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・無計画とは失敗を計画する事である（⻘⽊仁志）

・散歩のついでに富士山に登った人はいない（小宮一慶）

・小さなことを多く重ねることが、
とんでもないところに行くただ一つの道（イチロー）
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正範語録より
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実力の差は「○○」の差
実績の差は「○○○」の差
人格の差は「○○」の差
判断力の差は「○○」の差

真剣だと「○○」が出る
中途半端だと「○○」が出る
いい加減だと「○○○」ばかり

「○○」でするから大抵のことはできる
「○○」でするから何でも面白い
「○○」でしているから誰かが助けてくれる

努力

苦労
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内容通所系（短期入所も）
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１カ月の取り組み
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宿題①
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宿題②
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宿題③
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宿題③



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.
23

宿題④
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最終回、発表です！！！
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■発表の方法（画面はこちらで共有します）

①法人名、事業所名、発表者名、よろしくお願いします
②拍手（ミュート）
③目標＆計画発表（8分程度）
④皆さんから質疑、榊原講評（10分程度）
⑤皆さんからのチャットコメント（2分程度）
⑤拍手（ミュート）

※その後、修正版の作成・提出・共有

※LINEグループにも是非！！！
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最終回、発表です！！！
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■発表順とテーマ
１．権代さん：ショート
２．兵頭さん：特養
３．柿町さん：デイ（代理：平林さん）

４．細江さん：デイ
５．石井さん：デイ、GH
６．進さん：講師業等

７．森山さん：ショート
８．松波さん：GH
８．浅井さん：認知症デイ
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グループワーク＆QA
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■15分程度のグループワーク
・自己紹介（地域／サービス種別／役職／職種等／悩み）
・意見交換

■15分程度の質疑応答
・積極的にご質問下さい！
・是非、知りたいことをお持ち帰り下さい
・皆さんの学びにもなることをご理解下さい
・この部分をもう少し詳しく…もOKです！
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内容稼働率･サービス改善コース
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■第１回
総論・市場＆制度／稼働の現状と目標／広報の意義と計画
（宿題）現状と目標、リストと計画、現チラシ
■第２回
振り返り・QA／基本パンフと広報トーク、ウリ
毎月の広報記録とニュース、ＦＡＱ
（宿題）トーク、ニュースあれば
■第３回
振り返り･QA／HP･SNS･動画､稼働率向上の取り組み10領域
サービス改善事例（個別ケア､医療面､体験利用､しつらえ等）
（宿題）トークブラッシュアップ、ニュース
■第４回
振り返り･QA／目標達成について／計画について
※内覧会は別動画
（宿題）発表資料
■第５回
発表（トーク、チラシ、FAQ、計画）

※フォローアップ講座：2時間くらい、自由に
※宿題については、2週間後を目途にご提出いただきます。
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継続的な学習の重要性！
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■成⻑のために
・ギャップを埋める＆強みを活かす
・時間とエネルギーをかけた分だけ成⻑する
・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く
・成⻑は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う
・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる
・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える
・学びが理想をつくり、理想が学びを生む
■メンテナンスのために
・いつも良い状態を保てるとは限らない……。
・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要
■自分自身、そしてチームワーク
・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる
・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために
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動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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内容介護現場をよくするライブラリー
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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内容利用者・職員から選ばれる！

介護サービス 経営の教科書
∼⼈を大切にする経営「10」の極意∼
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皆さんにお願いしたいことm(__)m
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①21日より
事前登録

②26日17時
無料ＤＬ

③講演会
申込
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稼働率・サービス改善コース
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9月29日（金）14時～17時
「内覧会・説明会・イベントの開き方」

レクチャー／GW／QA
無料開催！


